
2017(H29)年度後期昇段昇級審査
2017(H29)年度後期昇段昇級審査が11月12日(日）浜松市可美総合センターで行われました。

論文提出・基本・基本形・護身術（柔法）・筆記試験・試し割・乱取の順序で粛々と行われました。
拳法会は、特に武徳・礼徳をおもんじ武士道教育に重点をおいていることから厳しい審査が行われます。

護身術（柔法）

試し割　板 試し割　自然石 筆記試験.

乱取試験 乱取審査　女子

乱取審査　男子

どんなに時代が代わろうと決

して変っては、いけないも

の！

伝えなくてはならないものが

ある！



2017後期昇級審査（11月18日）

基本審査

筆記審査

2017後期昇段昇級審査（11月21日　浜松市北部協働センター）

修業稽古は、嘘をつかない！

森本先生： 「先人、先輩は、常にいまの位置にとどまる事は、許されない！後進の為にも上

に向い挑まねばならない」

西村先生：審査論文を読んで「おバカだと思ってましたが、文章を読んで、安心しました。」

若い年代の審査論文

やはり文武両道でなければ、拳法会の色（イロ）は、理解出来ない。理解出来なければ、継続

も出来ない。自分で修業の時間も作れないし他人も認めてくれない。

「おバカじゃ続ける事が出来ないと言うことですね！」 FBから



試し割

護身術(柔法）

2017後期昇段昇級審査（名古屋浜新道場　11月26日）



筆記試験

乱取！

武道拳法会の審査は、出来るから「合格」ではない！
昇段する事で如何に成長し社会に志を持って如何に貢献できるかにある。


